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要約
ミシシッピーアカミミガメが立葉期に入ったハスを食寄する状況を観察した結果，甲長25cm以上の大
型のカメは硬化した立葉の葉柄を食害したが 甲長20cm以下の中・小カメではほとんど食答しなかった.
ハス以外の水生作物への食害の可能性を見る為に，ジュンサイとヒシを給与した試験を実施したところ甚
だしい食害を確認した.一方 向カメを駆除する場合を想定して溺死による処分について検討し，水温約
30度の高温下では8時間以上の湛水処理で処分率が100%となったが，低水漏で、i処理時間の延I長の必
要性が示唆された.
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前報1)ではう 2008年 1月に発足した「佐賀城
お堀のハス再生プロジェクトj の試験結果を紹
介した.すなわち， 2006年における佐賀城公
国のお堀におけるハス消滅には，外来種のミシ
シッピーアカミミガメ(通称ミドリガメ，学名
Trchemys scrIpta eJ，θoga刀s，これ以後，単にカ
メと呼ぶ)が浮葉期に当たるハス幼植物の柔ら
かい葉柄や葉身を食害することが少なからず関
与していることを指摘した.そこで，本報では，
その継続調査として，ア月頃，立葉期に入り，
太くなって硬化した葉柄を持つ立葉に対するカ
メの食害の様相をカメのサイズ別に確認した.
また，佐賀県内におけるカメの分布を調査し
た吉田らおによると，カメは，王子地に分布して
いたものが，徐々に低水温の中山間地の水域に
まで広がり，今や佐袈の水瓶である北山ダムに
も生育が確認されて，佐賀県全水域に分布する
ことも時間の問題である.そうなると，お堀の
ハスだけでなく，佐賀県内で栽培される多くの
水生作物にもカメの食害が及ぶことが危慎され
る.そこで，ジュンサイとヒシを供試して食害
程度を観察した.
さらに，カメはすでに，全国に分布して在来
種カメを絶滅に追いやり，生態系に甚大なダメー
ジを及ぼしつつあるために，今後，各地でカメ
の駆除が行われ，大量に殺処分する場面が想定
される.現在，実験動物やペット等の殺処分は，
安楽死とするために二酸化炭素やエーテルなど
のガス処理で行われることが一般的であるが，
害動物と認められているカメに適用するには処
理装置の取扱や経費の点で問題がある.そこで，
本報では，処理に経費もかからず，捕獲現場で
簡便・安全に実施できる「水没処理Jについて
検討した.
実験1.立葉期ハスへの食器
1 .材料と方法
本試験は，前報1)でのハス幼植物に対する食
害試験と開様に，ハスを入れた水槽にカメを放
飼して，葉の食害の状況を7月 1日から 7月11
日までの11日間に宜り観察したものである.イ共
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試したカメは， 5月 1日に佐貿城南掘で捕獲し
て，大型カメ用の市販の配合飼料を給与して飼
育したものである.
前報と同様にうカメは，申長により， 15cm以
下 (Sl，15 ~ 20cm (Ml， 20 ~ 25cm (しl，
25cm以上 (LLlの4つに分け，別々に放飼した.
サイズ別の供試カメ数は， S I玄が8匹う MとL
区が各6匹，ししが2匹であった.
立葉期に入ったハス植物を沈めた水槽は，農
学部の水理施設の実験用水路 O.6mX18ml
を使用し、実験地に自然に貯まった池水を用い
て水深を45cm'こ保った.水槽内を仕切板により
カメのサイズ、に合わせて4つの試験区に区切っ
た.その際，各区にはう水国土壌を充填し，レ
ンコン用のハスを l個体ないし2個体植えた小
型コンテナ 08X35X16cml を8個 (Lし区は
5個)を沈めた.コンテナ植えのハスは， 4月
6日から別の水槽で82日間栽培したもので，ア
月 1Eヨの時点では， 1つのコンテナで，葉柄が
1 m以上に伸長した立葉が3枚程度出葉してい
た.葉柄の醒径は1.5cm~ 2.0cmで、あった. 1 
区当たりの立葉の総数は， S区9本， M区19本，
L区22本， LL区11本とした.大型カメの食
が大きいと予想されたことから，カメ一匹当た
りの葉数では，カメのサイズ)1痕に，1.1本， 3.2本，
3.6本， 5.5本，とサイズが大きい区ほど多くし
た.また，調査開始時点で着生していた浮葉お
よび水中で伸張中の幼葉は，葉柄の地際で切除
して調査対象葉に含めなかった.
前報同様に，水槽には， 80 X 80 X 30cmHの
プラスチック製箱を沈め，カメの隠、れ家とし，
その箱上田でカメが申羅干しできるようにした.
また，試験期間中は上述のカメ用飼料を試験開
始前の2/3程度給与し，ハス以外にも食べ慣れ
た餌がある状態とした.
カメは7丹 1日の18時に放餌し，葉の食害状
況を2日から 11日まで午後に 1回観察した.食
については，立葉の水中の葉柄部分が食いち
ぎられて葉身がなくなった状態をもって被害葉
と判定した.また，葉柄が傷つけられていても
葉身と繋がり生長を継続している葉は被害葉数
には合めなかった.供試したハスが新葉を発生
させ，カメがその新葉を食害したが，幼葉の食
についてはすでに前報で確認している為に，
今回の調査では幼葉の食害については調査せず，
既1:¥の立葉に着目して葉数の変化を記録した.
2.結果と考察
1は， LL区におけるハスの食害の状況で
写真1 LLサイズのカメに葉柄をちぎられて葉身が
流れ葉となった立葉
写真2 S~ しサイズのカメから食事を受けずに
残っている立葉
ある.試験開始時には水面から約70cmの空中
に展開していた立葉の葉身が，カメに葉柄を食
し、ちぎられたために，水面に落下して「流れ葉j
の状態となっている.一方，写真2はS，M， L 
の3区における立葉の状況であり，食害がほと
んどなかったために，試験期間中，変化しなかっ
た
カメが立葉を食害する経過を第 1閣に示した.
S， M， Lの3区ではう試験開始後3日以内に
比較的若い立葉が食害され，わずかに葉数を減
じたが，それ以降は全く食害されず葉数が変化
しなかった.一方， LL区では，徐々に食害され
て最終的には葉数カ'36%まで、減った.その場合，
食害されずに残った立葉の葉柄はかなり硬化し
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たものであった.これらの結果は，浮葉だけの
幼葉で著しい食害を生じた前報の結果とは対照
的なものであった.また 幼葉期では L区でも
食害で無葉状態に陥ったのに対して，立葉期で
はその危険性が低下したと替える.すなわち，
立葉期の葉柄はしサイズのカメでは食いちぎら
れないぐらいに硬化しており， LLサイズのカメ
のみが食害の対象としていることとなる.また，
本実験で使用したハスよりも太い葉柄をもっハ
スでは食害がより少なくなるものと思われた.
したがって，この結果は，カメの食害が浮葉期
のハスにおいて集中的に生じることを示唆する
ものである.
実験2.ヒシとジュンサイに対する食議
1 .材料と方法
1 )ヒシに対する禽害試験
上記の実験 1の試験を継続中の7月7日午前
8時に， S， M， L， LLの各区水槽に，別途育成
した茎長を約40cmの浮葉展開誼前のオニピシ幼
植物20個体(写真3) を水槽内に均一に散らば
写真3 食害試験に供試したオニビシの幼植物
るように投げ入れた.ヒシ投入時には，水槽内
の水が濁っていたために，水中の食害も進行状
況が観察できなかったために，実験 1終了後の
7丹12日早朝に，水槽全体を排水してヒシの食
害状況を確認した.
2)ジュンサイに対する食器試験
2008年7月15日に，佐賀県唐津市役所厳木
支所の許可を得て佐賀県鹿津市の昨礼山山頂池
(写真4)から，ジュンサイを採取した.持ち帰っ
たジュンサイ 3株ずつを水道水を満たしたコン
テナ (80x 40 x 40cm) 2つに入れ，それぞれ
にMサイズのカメを 3匹ずつ放錦し 3日後に
食害状況を確認した
写真4 佐翼県作礼山山頂池のジュンサイ (ア月
15日)
2.結果と考察
1 )ヒシに対する食害
5日間の食害期間を設けた結果，いずれのサ
イズのカメもとシを食べた.実験に供試した全
てのヒシは，茎葉が発芽孔の部分で切断され，
種子部分だけが水底に残されていた.茎葉の断
片が周辺に散らばっていたものの，その量は少
なく，茎葉の多くの部分はカメに食べられたも
のと推察された.カメのサイズによる食べ方の
差異はなかった.ヒシの茎は，直径が1.5~2 
mm程度で、柔らかく，本試験に用いたカメのサイ
ズならうどの大きさのカメでも容易に食害でき
ると考えられる.また，本試験では浮葉を水面
に展開する直前の幼植物を供試し，茎葉の食害
を確認したがうここでの「葉Jは水中葉でありう
浮葉ではなかった.予備試験で浮葉を展開した
ヒシを供試した場合，浮葉への食害の程度は茎
に比べると著しく低かった.
本実験で，カメがとシ幼植物を食害すること
が確認された.佐賀城公園のお堀，特に南堀東
側の堀 (350mX70m)には，2000年頃までは，
ヒシが堀の水面を覆い尽くすように繁茂してい
た.しかし，南堀西側におけるハスの消滅した
2006年に先立つこと 2，3年の2002~ 2003年
に急激に消滅してしまった.約2.5haもの南堀
東側全面に繁茂していたヒシが，一挙に消滅す
ることは，大量に賂草作用のある薬剤を散布・
流入させるか，あるいは人為的に茎葉を撤去す
るかしない限り，あり得ないことである.しかし，
お堀を管理する佐賀県土木事務所には，ヒシ撤
去ならびに薬剤使用の記録は残っていない.周
知の通り，ヒシは一年生の水車で、夏から秋にか
けて種子をつけ，それらの種子が翌年，水底で
発芽して，茎を水間まで伸ばし水面上に葉を展
開する.ヒシは 4~5 月に水底から茎葉を延ば
して水面で繁茂する点で，ハスと同じ生育パター
ンを示す.南堀東側の堀全体では，諒年，ヒシ
の種子が万単位で産出されていたと推定される
が，それらが全く発芽せずに一斉に死滅すると
は考えられない.そこには，ヒシを消滅させる
大きな要留があったものと考えられる.前報))
でカメが佐費城お唱のハスに対して幼植物を食
して大きなダメージを与える可能性を報告し
たが，ヒシに対しでも同様の食害が容易に想定
される.ヒシは，ハスに比べて茎が細く柔らか
いために，小型から大型まで全てのカメから食
され，ハスよりも被害の発生が早く，発芽直
後の幼植物が食害されれば一気に消滅させられ
てしまう可能性がある.そのような観点からす
ると，佐袈城南堀において，まずヒシが消滅し，
数年遅れてハスが消滅した事実には，カメが深
く関与している可能性を示唆している.
厳
で分布域を広めている.この原因は，カメが野
生化して分布域を拡大していることと，ペット
として飼われたカメが全県下で捨てられている
ことを示している.一般にジュンサイは比較的
水震が良好な地串で、栽培が行われているが，佐
賀の適地は中山間の比較的高冷な地域である.
しかし，そのような水域にまで徐々にカメの脅
威が及んでいることは間違いないようである.
稔・西村明・奥歯紹輝・問中章弘・鄭進・鈴木有馬56 
実験3.力メの湛水による殺処分
1 .材料と方法
本実験には，実験 1に供試したカメを含めた
S， M， L， LLサイズのカメ30匹を供試した.
実験は7月20日に実施した.40 ~j{入りのコンテ
ナを 6僧準備し，それぞれに S~ ししのサイズ
の異なる 5匹のカメを入れた.各コンテナには，
カメの上に40cmx30cmの鉄板を置いてカメが
浮き上がらない状態にした後，約30cmに濃水し
た.コンテナは野外の直射日光が当たらない場
所に置いたが，すでに梅雨が明けており，外気
温が最高35度となりう水温は30度前後で、推移し
た.湛水時間は，コンテナにより， 4，5，6，8， 
12， 24時開の6段暗を設定した.
2.結果と考察
湛水時間とカメの溺死率の関連を調査した結
果(第2図)，湛水時間が4時間と 6時間ではほ
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とんどのカメが生きている状態か，あるいは，
排水すると息を吹き返すことができ，溺死には
至っていなかった. 6時間では半数以上のカメ
が溺死した.その場合，大型のカメほど溺死し
にくかった. 8時間以上の湛水では，どのサイ
ズのカメも完全に溺死した(写真5). このこ
10 12 14 16 18 
準水時需
j高水時間とカメの溺死率の関係
も4 
第2図
2)ジュンサイに対する食害
カメは，ジュンサイの茎部と水中の未展開葉
身を食べたが，水面に展開した葉身については
ヒシ同様に，噛りはしたものの噌好性の点で劣
るようであった.
吉田ら2)によると，カメは北山ダムまで分布し，
今や県内全体に及ぼうとしているという.カメ
は，佐賀平野の温暖な平地で確認されていたも
のが，今や水温の低い北山ダムなどの山間地ま
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写真5 40'~i~コンテナで潜水処分(溺死)したカメ
とからうカメの殺処理には8時間以上の湛水時
間が必要であることが確認された.一方，本試
験に供試したカメは佐賀城公園のお堀で， 4月
30日の午後4時頃に水中に沈めたライブトラッ
プ(カニカゴ)を5丹 1B 8時頃引き上げた際
に捕獲されていたものである.もし，カメがト
ラップを仕掛けた直後に捕獲されていた場合は，
水中で12時間以上も無呼吸で生存していたこと
になる. 5丹上旬の水温は20度にも達していな
かった.当然のことながら，水温によりカメ体
内での酸素消費最が異なり，水温が高くなるほ
どカメの酸素消費量が高まり，短時間で溺死に
至るものと考えられる したがって，湛水によ
る殺処理は，処理時の水温が低ければ湛水時間
を長く調整する必要があろう
なお，この殺処理の調査は，今回の一連の試
験のなかで駆除に関するH住ーのものである.現
在，このカメは外来種として「要注意外来生物J
であるが，法令が定めるところの「特定外来生物J
に指定され，栽培植物(農作物)や地域生態系
に被害を与える害獣として認定された場合には，
駆除の際に2次被害が生じないような安全・安
心な駆除法・殺処理法の確立が望まれる.また，
小動物を殺処理する場合などは，炭酸ガス(ド
ライアイス)や化学薬品等を使用することが一
般的といわれているが，装置・特殊技術あるい
は薬品取り扱い免許が必要となるような方法は，
今後，各地で大量に捕獲されることが予想され
るカメの処分には適していない.その点，湛水
法は，処理に多少時間がかかるものの安全・安価・
確実な手法として推奨できる.
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報道
本調査に関しては、前報 1)に掲載した新聞
と放送により報道されたが，その後，次の報道
が追加された. 佐賀新聞 (2008.8.4 (月)) 
Newsフォーカス「外来種カメのハス食害，温
暖化で活動長期化かj
